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平塚市の人口と世帯数 
＜平成18年8月1日現在（ ）内は前月比＞

●人口：259,645人　（＋125）

男 132,333人 女 127,312人

●世帯：101,203世帯（＋90）

薪
や
木
炭
に
代
わ
り
石
油
や
ガ
ス
な

ど
が
社
会
の
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
り
、
産
業
形
態
の
変
化
で
田
畑
の

数
が
減
少
し
て
い
く
と
、
次
第
に
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

最
近
、
メ
ダ
カ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な

ど
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
生

き
物
の
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す

（
メ
ダ
カ
は
市
内
で
は
絶
滅
し
た
と

さ
れ
ま
す
）。
環
境
省
に
よ
る
と
、

絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
生
き
物
の
多

く
が
好
ん
で
里
山
に
生
息
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
も
あ
り
、
里
山

の
保
全
・
再
生
の
動
き
は
全
国
各
地

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
塚
に
は
西
部
丘
陵
地
域
に
里
山

の
良
好
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
環
境
を
残
し
て
い
く
た

め
に
、
市
で
は
西
部
丘
陵
地
域
の
現

状
を
平
成
十
六
年
度
・
十
七
年
度
の

二
年
に
わ
た
り
調
査
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
を
基
礎
資
料「
平

塚
市
自
然
環
境
評
価
書（
総
合
評
価

編
）」と
し
て
今
年
、
一
冊
の
本
に
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
市
内
図

書
館
や
市
役
所
一
階
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「
里
地
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
毎
年
三
回
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
、
市
民
と
大
学
生
の
み
な
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て
里
山
の
再
生
を
目

指
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
中
心
会
場
は

土
屋
に
あ
る「
里
山
体
験
フ
ィ
ー
ル

ド
」で
、
田
植
え
・
稲
刈
り
や
雑
木

林
の
手
入
れ
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
九
月
三
十
日（
土
）に

は
、
今
年
度
二
回
目
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す（
上
欄
参
照
）。
秋

の
さ
わ
や
か
な
日
差
し
の
下
、
大
学

生
と
一
緒
に
里
山
の
保
全
・
再
生
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

西西部部丘丘陵陵地地域域のの自自然然をを知知るる、、自自然然にに親親ししむむ

自
然
環
境
評
価
書
の
発
行

う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、
小
ぶ
な

釣
り
し
か
の
川
…
。
唱
歌「
ふ
る
さ

と
」で
は
、
里
山
そ
の
も
の
の
姿
が

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

里
山
と
は
い
わ
ゆ
る
手
つ
か
ず
の

自
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

が
薪ま

き

や
山
菜
を
と
っ
た
り
、
落
ち
葉

を
集
め
て
肥
料
に
し
た
り
し
て
、
そ

の
恵
み
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
利
用
し

「
ふ
る
さ
と
」に
歌
わ
れ
る
里
山

て
き
た
自
然
の
こ
と
で
す
。
地
理
的

に
は
雑
木
林
が
あ
る
山
の
す
そ
野
か

ら
田
畑
や
集
落
が
広
が
る
里
地
ま
で

の
一
帯
を
指
し
て
い
ま
す
。

里
山
は
人
の
手
に
よ
っ
て
維
持
で

き
る
自
然
環
境
で
す
。
雑
木
林
の
込

み
合
っ
て
い
る
樹
木
や
枝
を
切
っ
た

り
、
林り

ん

床し
ょ
う

に
群
生
す
る
笹
を
刈
り

取
っ
た
り
し
て
、
林
の
中
に
光
を
入

れ
る
こ
と
で
、
小
さ
な
植
物
が
育
つ

環
境
が
は
じ
め
て
作
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
水
田
や
た
め
池
な
ど
の
湿
地
帯

を
作
る
こ
と
で
、
水
辺
を
好
む
カ
エ

ル
や
昆
虫
な
ど
多
く
の
小
動
物
の
生

命
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
里
山
も
、
戦
後
に
な
っ
て

人
が
維
持
す
る
自
然
・
里
山

里
地
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
り
の
秋
を
迎
え
る
豊
か
な
里
山
、
日
本
の
原
風
景
で
す
（
土
屋
地
区
琵
琶
）

▲

市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による市民と大学生による
里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト里地里山再生プロジェクト

◆問い合わせ先 環境政策課（123－1111内線2659）

日　時 ９月30日（土）午前10時～午後３時
※荒天の場合、10月１日（日）に延期

会　場 里山体験フィールド（右図参照）
対　象 市内在住・在勤・在学の方
内　容 稲刈り、里山の手入れ、ソーラークッ

カーを使った調理体験
持ち物 作業ができる服装、タオル、帽子、軍手、

昼食、飲み物、レジャーシート

　
市
内
土
屋

　
市
内
土
屋
・
吉
沢
吉
沢
に
広
が
る
西
部
丘
陵
地
域

西
部
丘
陵
地
域
。
鷹
取
山

鷹
取
山
か
ら
愛
宕
山

愛
宕
山
に
か
け
て

の
丘
陵
丘
陵
と
座
禅
川

座
禅
川
や
不
動
川
流
域

不
動
川
流
域
の
約
十
約
十
二
平
方
　
　

平
方
　
　
に
わ
た
る
広
大
広
大
な
地
域
地
域

に
は
、市
内
市
内
で
最
も
豊
か
な
自
然
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
自
然
は
人
が
自
然
自
然
と
か

か
わ
り
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
で
成
り
立
つ「
里
山
里
山
」
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
特
徴
で
す
。 

　
今
回

　
今
回
は
、「
里
地
里
山
再
生

里
地
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
情
報
と
と
も
に
、「
里

山
」
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
紹
介
紹
介
し
ま
す
。
　 

キ 　
ロ 

メ
ー 

ト
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が
る
西
部
丘
陵
地
域
。
鷹
取
山
か
ら
愛
宕
山
に
か
け
て

の
丘
陵
と
座
禅
川
や
不
動
川
流
域
の
約
十
二
平
方
　
　
に
わ
た
る
広
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地
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、市
内
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最
も
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
は
人
が
自
然
と
か

か
わ
り
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
で
成
り
立
つ「
里
山
」
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

　
今
回
は
、「
里
地
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
と
も
に
、「
里

山
」
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。
　 

キ 　
ロ 

メ
ー 

ト
ル 里

山
▲

▲
▲
▲

▲
▲

大学構内の農場でサツマイモ畑を手入れする三人

神奈川大学のキャンパス内にある農場で農作物を
育てているわたしたちは、去年から里山再生プロジ
ェクトに参加しています。農作業の楽しさと大変さ
も味わえるこのイベントは、多くのみなさんと一緒
に自然と触れ合える楽しいイベントです。土や草の
においを感じながら過ごす時間は本当にいいもので
す。ぜひ、たくさんの人に実感して欲しいですね。

里地里山再生プロジェクトに参加している
神奈川大学農業サークル K.A.S．のみなさん
（左から宮崎雄平さん、丹田智子さん、川 天馬さん）

小熊天神前 

ガーデン 
センター 

土屋 
小学校 神奈川 

大学 

土屋 
小学校 
入口 

座禅川 

ゴルフ練習場 

神奈川大学 

土屋公民館 
里山体験里山体験 
フィールド 
里山体験 
フィールド 

平塚松
田線 

広報ひらつかを携帯電話でご覧になれます。メニューリスト（トップメニュー）→テレモ自治体情報→平塚市 

申し込み ９月27日（水）までに、はがき・ファクスまたはＥメールに、
代表者の住所・電話番号と参加者全員の氏名・年齢を記入
し、環境政策課（〒254－8686浅間町９－１・621－
9603・ kankyo-s@city.hiratsuka.kanagawa.jp）へ

※参加する方には、詳しい案内や地図をお送りします
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参加料 3,000円

８．フィットネス教室（定員 各250人）

日時 10月17日～12月19日の火・木

曜日、１コース：午前９時30分～11

時、２コース：午前11時～午後０時

30分、各コース全16回

対象 60歳までの方

参加料 4,500円

９．ゆっくりエアロビクス教室（定員 各100人）

日時 10月18日～12月13日の水曜日、

１コース：午前９時30分～11時、２

コース：午後１時30分～３時、各コ

ース全８回

対象 65歳までの方

参加料 3,000円

10．楽
らく

らくヨガ教室（定員 60人）

日時 10月19日～12月14日の木曜日、

午前９時20分～10時50分、全８回

参加料 3,000円

11．男性フットサル教室（定員 30人）

日時 10月26日～12月21日の木曜日、

午後７時15分～９時、全８回

対象 30歳以上の男性

参加料 3,000円

12．エアロビクス教室（定員 70人）

日時 10月27日～12月22日の金曜日、

午前10時45分～正午、全８回

参加料 5,000円

13．いきいき元気！体操教室（定員 30人）

日時 10月27日～12月22日の金曜日、

午前９時15分～10時30分、全８回

参加料 2,500円

お申し込みは、スポーツ課（平塚

球場内・131－3060･631－9640)へ。

※ナイターソフトボール大会はスポ

ーツ課にある申込書を同課へ

☆女性テニス大会（ダブルス）

日時 ９月15日（金）午前９時開始

会場 桃浜町庭球場

対象 市内在住の30歳以上の女性ま

たは既婚の女性

締め切り ９月13日（水）

☆ナイターソフトボール大会

日時 10月５日（木）・12日（木）・17

日（火）・19日（木）・27日（金）、第1

試合：午後６時50分開始、第２試

合：午後７時55分開始

会場 福祉会館

対象 市内在住で視覚に障害がある

方、10人（先着順）

□申 電話で社会福祉協議会（福祉会

館内・133－2333）へ

日時 ９月11日（月）・14日（木）・23

日（祝）、午前10時～午後３時30分

会場 JR平塚駅北口

☆1000面打ち大会

日時 10月８日（日）午後1時～４時40分

会場 紅谷パールロード

定員 800人（抽選）

申し込み　９月21日（木）までに、往

復はがきに大会名、必要事項、段級

位または囲碁歴を記入し、文化財団

（〒254－0045見附町15－1）へ

☆級位認定大会

日時 10月28日（土）午前10時開始

会場 勤労会館

対象 県内在住の方

参加費 2,000円（高校生以下1,000円）

申し込み　10月14日（土）までに、往

復はがきに大会名、必要事項、現在

の級位を記入し、文化財団（〒254－

0045見附町15－1）へ

☆グループ対抗戦

日時 10月29日（日）午前９時開始

会場 勤労会館

参加費 2,000円（中学生以下1,000円）

申し込み　10月17日（火）までに、参

加費を持って直接文化財団へ

□問 文化財団（132－2237）

日時　９月28日（木）午後１時～４時
会場 ひらつかスカイプラザ

定員 40人（先着順）※１歳～未就学

児の無料保育あり（要予約）

内容 労働法・社会保険・税金講座

□申 電話またはファクスに講座名・

日時 ９月19日～10月17日の火曜

日、午後１時30分～３時30分、全５回

会場 福祉会館

対象 ボランティア活動に興味があ

る方、40人（先着順）

□申 電話または直接社会福祉協議会

（福祉会館内・133－2333）へ

お申し込みは、９月15日（金）まで

に、往復はがきに希望講座名（１は

希望コースも）と必要事項を記入し、

社会福祉協議会（〒254－0047追分１－

43福祉会館内・133－2333）へ。

１．パソコン教室

日時 10月11日～11月９日の水・木

曜日、Ａ：午前10時～正午、Ｂ：午

後１時30分～３時30分、各全10回

会場 福祉会館

対象 Ａ：ローマ字入力ができる市

内在住の60歳以上の方、Ｂ：ワード

・エクセルに興味がある市内在住の

60歳以上の方、各コース10人（抽

選・１人1コース）

テキスト代 1,000円

２．ソフトエアロビクス教室

日時 ９月27日～12月20日の第２・

４水曜日、午前10時～正午、全７回

会場 東部福祉会館白寿荘

対象 市内在住の60歳以上の方、20

人（抽選）

３．愛宕山公園の散策と絵手紙教室

日時 ９月26日～11月14日の第２・

４火曜日、午前10時～午後２時、全４回

会場 七国荘

対象 市内在住の60歳以上の方、20

人（抽選）

教材費 500円

日時 ①９月８日（金）②９月15日

（金）、午後１時30分～３時30分

会場 ①大野公民館②土屋公民館

持ち物 運動しやすい服装、上履き、

バスタオル、ハンドタオル、飲み物

□問 保健センター（134－0311）

日時 ９月12日（火）午後１時30分～

３時30分

会場 平塚総合体育館

持ち物 運動しやすい服装、タオル、

上履き、飲み物、履き物入れ（袋）

□問 保健センター（134－0311）

日時 10月３日～11月28日の火曜

日、午前９時30分～11時30分（初日

は午前９時から）、全８回

会場 南部福祉会館温水プール

対象 市内在住の60歳以上の方、25

人（初参加の方を優先）

□申 電話で南部福祉会館（121－3370）へ

日時 ９月21日～11月９日の木曜

日、午前10時～正午、全８回

日時 10月20日（金）正午～午後４時

会場 ひらつかアリーナ

募集企業数　40社（抽選）

□申 ９月15日（金）までに、電話また

はファクス・Ｅメールなどで工業労

政課（135―8109・635―8104・

kogyo@city.hiratsuka.kanagawa.

jp）に求人企業情報の様式をご請求

ください

参加料は各コース4,000円（高校生

以下2,000円）。定員は各コース30人

（先着順）。お申し込みは、電話で文

化財団（132－2237）へ。

☆火曜コース

日時 10月３日～12月19日の火曜

日、午前10時～正午、全12回

会場 旭囲碁クラブ（根坂間218）

☆土曜コース

日時 10月７日～12月23日の土曜

日、午前10時～正午、全12回

会場 平塚棋院（代官町４－15）

期日 平成19年３月11日（日）

会場 市民センター

対象 市内で活動する合唱団体

□申 ９月30日（土）までに、市民セン

ターにある申込用紙を、文化財団

（市民センター内・132―2237）へ

展示場所 木谷實・星のプラザ（市

民センター内）

展示開始日 ９月10日（日）

開館時間 午前９時～午後５時（市

民センター休館日は除く）

展示品 愛用の碁盤と碁石、ありし

日のビデオ放映と写真展示など

□問 文化行政推進室（132－2235）

日時 ９月14日（木）～18日（祝）、午

前10時～午後６時30分（最終日は午

後４時まで）

会場 ひらつか市民プラザ

販売品　塩せんべい、げんこつ、赤

かぶら、朴
ほお

葉
ば

みそ、高山ラーメンほか

□問 商業観光課（135－8107）

日時 ９月24日（日）午前６時30分～

８時※荒天中止

会場 総合公園南駐車場

販売品 地元産の野菜・果物、とれ

たての魚、パン、日用品ほか

□問 産業政策課（135－8101）※当日

のお問い合わせは（123－1111）へ

メール 

会場は平塚総合体育館（1は総合

公園テニスコート・11はひらつかア

リーナ）。お申し込みは、９月15日

（金）（８は９月８日・７と11～13は

９月29日）までに、はがきまたは申

込書に教室名（コース）、必要事項

（氏名にはふりがな）を記入し、スポ

ーツ振興財団（〒254－0074大原１－

１・135－0102）へ。抽選。

１．テニススクール（定員 各15人）

日程 10月４日（水）～12月22日（金）

※J１は小学校１・２年生、J２は小

学校３・４年生、J３は小学校５・

６年生と中学生が対象です

参加料 Ａ・Ｂ各コース16,000円、

Ｊ各コース13,000円、Ｎコース19,000円

２．火曜ストレッチ体操教室（定員 100人）

日時 10月３日～12月12日の火曜

日、午後１時30分～２時45分、全10回

対象 40～65歳の方

参加料 4,000円

３．水曜ストレッチ体操教室（定員 60人）

日時 10月４日～12月６日の水曜

日、午前11時10分～午後０時25分、

全10回

対象 40～70歳の方

参加料 4,000円

４．金曜ストレッチ体操教室（定員 100人）

日時 10月６日～12月22日の金曜

日、午後１時30分～２時45分、全10回

対象 40～65歳の方

参加料 4,000円

５．さわやかエアロビクス教室（定員 100人）

日時 10月７日～12月16日の土曜

日、午前９時30分～11時、全８回

対象 60歳までの方

参加料 3,000円

６．ジュニアフラダンス教室（定員 30人）

日時 10月13日～12月８日の金曜

日、午後５時～６時、全８回

対象 小学生

参加料 2,000円

７. 初めての方へのフラダンス教室（定員 70人）

日時 10月17日～12月５日の火曜

日、午後１時30分～３時、全８回

必要事項・保育希望の有無を記入

し、男女共同参画推進室（内線2177

・621―9736）へ

期日 10月24日（火）～29日（日）

応募資格 15歳以上

応募規定　◎絵画･彫刻　①絵画は

10号以上50号以下、彫刻は重量30㎏

以内で1m3以内②額･仮額などです

ぐに展示できるもの（ガラス表装不

可）③未発表作品④1人２点まで

◎写真　①半切～全紙（組写真は半

切に限る）②パネル張りまたは額装

（ガラス表装不可）③未発表作品④1

人２枚まで（組写真は1組３枚まで）

参加料 1,000円

搬入 10月７日（土）午前10時～正午

に中央公民館へ

□問 社会教育課（135－8123）

日時 10月29日（日）午前９時～午後

３時※雨天中止

会場 総合公園平塚競技場南側

対象 市内在住の方（個人・グルー

プ）※業者、昨年出店した方は除く

出店数 40店（グループは１店・抽選）

出店料 500円

販売品目 ベビー・子ども用品、ス

ポーツ・レジャー用品（飲食物、動

植物、電気製品などは販売できません）

□申 ９月15日（金）までに、往復はが

き（世帯・グループとも１枚）に代表

者の必要事項・販売品目・当日の交

通手段を記入し、健康課（〒254－

8686浅間町９－１・内線2667）へ

募集店舗 ３店舗

出店期間 10月～平成19年３月

主な応募資格 市内に１年以上在住

で飲食店を営む方

□申 ９月８日（金）午後３時までに、

事業課（平塚競輪場内・121―3935）

にある申込書を、直接同課へ

※申込書の配布は９月６日（水）まで

ウォーキング講習会

スポーツ教室に参加しよう

平成18年9月１日 ２３ 広報ひらつか　第822号（1日・15日発行） 平塚市役所　〒254－8686 浅間町9－1 電話23-1111・FAX23-9467 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

くすの木体操講習会

平塚競輪場内の売店

おすすめ番組チェック 
企業合同就職説明会参加企業

どっと．市場
マーケット

飛騨高山まつり

ひらつか市民合唱祭

湘南ひらつかふれあいマーケット

視覚障害者教養講座
初めてのハーモニカ

パート労働支援講座

日　時 11月22日（水）午後６時開演

会　場 中央公民館

入場料 3,000円（全席指定）

出　演 京谷弘司タンゴ八重奏団

チケット ９月17日（日）から、市民セ

ンター、山野楽器平塚ラス

カ店、ヨネザワ楽器、ピア

ノ調律センターほかで販売

□問 文化財団（132－2237）

◆平塚市企画番組
｢AREA67.88 関東大震災 その時、橋は崩落した｣（再放送）

《放送日：月・火・木・日曜日午後１時、午後６時30分ほか》
※SCNで放映した番組は図書館で貸し出しています。ご利用ください。

□問 広報課（121－8761）

イル展

12日～18日　百合の会

13日～18日　田中一瑶展

20日～24日　湘南作家展

26日～10月１日　平塚美術家協会展

★美術館ワークショップ
「透かし葉でつくるメッセージカード」

日時 ９月18日（祝）午後１時～４時

対象 小・中学生、20人（先着順）

材料費 600円程度

「公開制作 銅版画の刷り」

日時 ９月24日（日）午後１時30分～

４時30分

定員 20人（先着順）

□申 はがき・ファクスまたはＥメ

ールに講座名・住所・氏名・電話

番号・ファクス番号（メールアド

レス）を記入し、美術館へ

★成人陶芸教室
日時 10月７日（土）・21日（土）午

後１時～３時、11月11日（土）午後

７時～９時

会場 青少年会館集会室

対象 市内在住・在勤・在学の中

学生以上の方、50人（先着順）

材料費 1,500円

□申 電話または直接青少年会館へ

〒２５４-００７３西八幡１-３-３ 
1３５-２１１１ 6３５-２７４１ 
休館日/４、11、19、25日 
　  art-muse@city. 

hiratsuka.kanagawa.jp

★夏期特別展「五領ケ台貝塚」
会期 ９月10日（日）まで

★ミニ文化祭「ようこそ鳥の世界へ」
会期 ９月８日（金）～10月６日（金）

★博物館実習生の制作展示
会期 ９月14日（木）～10月29日（日）

★プラネタリウム（観覧料100円）
「９月の星空ナビ」

投影日 ９月２日（土）午後２時

「フリートークプラネタリウム」

投影日 ９月９日～10月15日の

土・日曜日、午前11時と午後２時

★プラネタリウムで宇宙を学ぶ会（参加自由）
「ダークマターとダークエネルギー」

日時 ９月24日（日）午後３時30分

～４時30分

★アクアマリン十五夜コンサート
日時 10月６日（金）午後６時30分

～７時30分

定員 60人（先着順）

□申 ９月15日（金）から、電話で博

物館へ

★漂着物を拾う会（参加自由）
日時 ９月９日（土）午前９時30分

～11時

会場 虹ケ浜海岸

□申 初めて参加する方は往復はが

きに必要事項を記入し、博物館へ

★ろばたばなし（参加自由）
日時 ９月17日（日）午後１時20分

と３時

★民俗探訪会「大山詣
もう

で」
日時 10月８日（日）午前10時～午

後３時

会場 大山（伊勢原市）

定員 20人（抽選）

□申 ９月24日（日）までに、往復は

がきに必要事項を記入し、博物館へ

★ブックスタート参加予約受け付け
日時 ①10月４日（水）②10月７日

（土）③10月18日（水）④10月25日

（水）、午前10時～11時30分

会場 ①西図書館②③中央図書館

④金目公民館

対象 市内在住の１歳未満のお子

さんとその保護者

□申 電話で中央図書館へ

★わらべうた講習会
日時 ①10月５日（木）②10月６日

（金）、午前10時～正午

会場 中央図書館３階会議室

対象 おはなし会などで活動して

いる市内在住の方、各回15人（抽選）

□申 ９月15日（金）までに、往復は

がきに講習会名・希望日・住所・

氏名・電話番号を記入し、中央図

書館へ

★神奈川大学交流事業の特別展示
「名著復刻全集に見る近代文学Ⅱ」

会期 10月１日（日）まで

会場 中央図書館１階ホール

★中央図書館９月の展示コーナー
30日（土）まで「災害に備える」（貸

出室）

10月１日（日）まで「ブラティスラ

ヴァ世界絵本原画展に出品された

日本人画家の絵本特集」（こども室）

★中央図書館９月の映画会
上映日時 ９月２日～30日の土・

日曜日（16日は除く）、午後２時

※２日～17日と30日は子ども映画

会、23日は一般映画会、24日は特

別映画会を開催

★ブラティスラヴァ世界絵本原画展
会期 10月１日（日）まで

入場料 一般700円・学生500円

★９月の市民アートギャラリー
５日～10日　JRP湘南支部写真展

７日～10日　花のあるライフスタ

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３２-７０２９ 6３１-１４４１ 

休館日/月曜日 

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３１-０４１５ 6３１-９９８４ 
休館日/４、11、19、25日 

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３３-５１１１ 6３１-３９４９ 
休館日/４、11、19、25日 

プール健康教室

コース 時　間 水曜日 木曜日 金曜日 

A

B

J1

J2

J3

午前9時20分 
 ～10時50分 

午前11時～ 
午後0時30分 

午後3時 
     ～4時 

午後4時15分 
  ～5時15分 

午後5時30分 
 ～6時30分 

初　心 初　心 初　心 
初　級 初　級 初　級 

初　心 初　級 初　級 

N 午後7時 
 ～8時30分 初　級 初　級 初　級 

初　級 

ジュニア 
1

― ― 

ジュニア 
1

ジュニア 
1

ジュニア 
2

ジュニア 
2

ジュニア 
2

ジュニア 
3

ジュニア 
3

ジュニア 
3

スポーツ大会に出場しよう

平塚市文化祭の作品

モーニング囲碁入門教室

湘南ひらつか囲碁まつり

木谷實・星のプラザ内に新設

柴田寛二三段を偲
しの

ぶコーナー

会場 江陽中学校ほか

対象 市内在住・在勤の35歳以上で

編成したチーム、16チーム（抽選）

締め切り ９月８日（金）

☆女性バレーボール大会

日時 10月12日（木）午前９時30分開始

会場 ひらつかアリーナ

対象 市内在住の30歳以上または既

婚の女性で編成したチーム※チーム

無所属の方も個人で申し込み可

締め切り ９月28日（木）

☆少年少女剣道大会

日時 10月15日（日）午前９時開始

会場 平塚総合体育館

対象 市内在住・在学の小・中学生

（個人・団体）※団体戦は小学生のみ

締め切り ９月14日（木）

日程 ９月24日・10月１日・８日の

日曜日

会場 ひらつかアリーナほか

対象 市内の会社や事業所で編成し

たチーム

種目 バレーボール・バスケットボ

ール・卓球・テニス・サッカーなど

□申　９月７日（木）までに、スポーツ課

（平塚球場内･131－3060・631－9640）へ

９月７日～12日　絵手紙交流展

21日～26日　いろりの会陶芸展

28日～10月３日　拓美会絵手紙展

９月６日～10日　自賛倶楽部展

14日～17日　玄倉社書展

29日　さわやか女性のつどい

９月２日～６日　オールスター競輪

場外

８日～10日　第４回平塚市営（前節）

９日～11日　前橋競輪場外

22日～24日　第４回平塚市営（後節）

23日～26日　青森記念場外

健康フェスティバル出店者
スポーツ＆ベビーフリーマーケット

高齢者教養講座

ボランティアスクール

献血にご協力ください

ひらつか市民プラザ
123－6329

中央公民館市民ギャラリー
134－2111

平塚競輪
121－3935

市内実業団対抗体育大会

会場は中央公民館。対象は市内在住・在勤・在学の18歳以上の方（高校生
は除く）です。日程・講義内容など詳しい案内が公民館にありますので、
ご覧ください。

□申 ９月９日（土）までに、はがきに講座名（１枚につき１講座、１人２講座まで）と住所・氏名・年齢・電話番

号（市外にお住まいの方は勤務先も）を記入し、中央公民館（〒254－0047追分１－20・134－2111）へ

よりよく生きるための食事学　

平塚の中勘助を追う

ローン・クレジットの法律知識

安藤知子さん（女子栄養短期大学元教授）

石川正美さん（神奈川大学法学部教授）ほか

10月3日～12月5日の火曜日、午前10時～11時30分、全5回　

10月4日～12月6日の水曜日、午後2時～3時30分、全6回　

10月5日～12月7日の木曜日、午後6時30分～8時、全6回　

2．布ぞうり作成講座

1．年金について学ぼう講座　　

3．初心者のインターネット

4．メガネのお洒
しゃ

落
れ

な装い

金丸亜紀雄さん（社会保険労務士）

HOYAファッションディレクターほか

橘 靖子さん（ヘルスプランナー）

牧嶋英昭さん（パソコンインストラクター）

10月6日・20日の金曜日、午後1時30分～3時、全2回　

10月13日～27日の金曜日、午前10時～11時30分、全3回　

10月16日（月）～19日（木）、午後1時30分～4時30分、全4回　

尾島政雄さん（文芸評論家）

10月18日～12月13日の水曜日、午後1時30分～3時、全4回　

市民アカデミー 定員20人（3は10人・抽選）、教材費300円 ※2は材料費1,660円別途、4は女性が対象です

市民大学講座 定員各60人（抽選）、教材費300円

1923年（大正12年）９月1日に発生し
た関東大震災は、平塚市にも大きな被
害をもたらしました。270余人の尊い命
を失ったこの震災は当時の馬入川鉄橋
が崩落してしまうほどのすさまじい地
震でした。
その様子を当時の証言や、貴重な資

料写真などを交えて紹介します。 震災直後の馬入川鉄橋（杉崎俊和さん提供）
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時
〜
11

時
50
分
②
午
後
３
時
〜
４
時
50
分
／

花
水
公
民
館
／
各
５
人（
先
着
順
）／

入
会
金
五
百
円
、
月
会
費
二
千
円
／

□問
花
水
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
の
矢
嶋

1（
31
）３
８
７
０

●
木
彫
り
教
室
の
新
会
員
に

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
①
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
②
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
／
①
市
民
セ
ン
タ
ー

②
中
央
公
民
館
／
入
会
金
三
千
円
、

月
会
費
三
千
五
百
円
程
度
／
□問
木
遊

会
の
野
尻
1（
59
）５
７
８
７

●
書
道
を
始
め
ま
せ
ん
か

高
校
生
以
上
／
毎
月
第
２
･
４
金

曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
／
金

田
公
民
館
／
月
会
費
二
千
円
／
□問
金

田
書
豊
会
の
宮
代
1
（
33
）
４
１
２

６
（
午
後
７
時
〜
10
時
に
）

●
基
礎
か
ら
学
ぶ
編
み
物

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
10
人

（
先
着
順
）／
月
会
費
三
千
円
／
□問
湘

南
手
編
の
大
矢
野
1（
54
）６
３
０
１

（
午
後
６
時
以
降
に
）

●
実
用
木
彫
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
／
市
民
セ
ン
タ

ー
／
入
会
金
五
千
円
、
月
会
費
三
千

円
／
□問
湘
南
木
ノ
実
会
の
岩
田
1（
55
）

２
９
１
４

●
ス
ピ
ー
チ
の
勉
強
を
し
よ
う

毎
月
２
回
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午
／
中
央
公
民
館
／
月
会
費
一
千

円
／
□問
人
前
で
の
話
う
ま
く
な
ろ
う

会
の
奥
山
1
080
―
5030
―
9841

●
初
心
者
歓
迎
の
油
絵
教
室

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
入
会

金
二
千
円
、
月
会
費
三
千
円
／
□問
さ

と
み
会
の
諸
泉
1（
32
）２
３
７
６

●
籐と

う

工
芸
を
ご
一
緒
に

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／

10
人（
先
着
順
）／
月
会
費
二
千
六
百

円
／
□問
湘
南
籐
工
芸
の
橋
本
1（
61
）

４
５
２
２

●
楽
し
く
パ
ン
作
り

毎
月
第
２
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
／
中
央
公
民
館
／
４
人（
先

着
順
）／
入
会
金
一
千
円
、
月
会
費
一

千
円
／
□問
ブ
ロ
ー
ド
の
会
の
野
村
1

（
31
）４
８
２
６

●
抹
茶
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

毎
月
２
回
主
に
土
曜
日
、
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
／
中
央
公
民
館
／
参

加
費
１
回
五
百
円
／
□問
湯
楽
の
会
の

酒
井
1
090
―
9298
―
2942

●
版
画
で
作
る
年
賀
状
講
習
会

10
・
11
月
の
第
１
・
３
土
曜
日
、
午

後
１
時
20
分
〜
４
時
／
市
民
セ
ン
タ

ー
／
20
人（
先
着
順
）／
参
加
費
一
千

二
百
円
／
□問
木
版
画
愛
好
会
の
花
井

1（
53
）１
３
１
２

●
山
野
草
の
栽
培
講
習
会

９
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
花
水
公
民
館
／
20
人（
先

着
順
）／
材
料
費
八
百
円
／
□問
湘
南
花

水
山
草
会
の
鈴
木
1（
31
）４
８
５
０

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
ご
一
緒
に

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
／
松
原
公
民
館
／
月
会
費

二
千
円
／
無
料
体
験
あ
り
／
□問
キ
ル

ト
・
リ
ボ
ン
の
梶
原
1（
58
）９
２
６
３

●
秋
の
登
山
に
ご
参
加
を

籠
坂
峠
か
ら
三
国
山
へ
の
登
山
／

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方（
中

学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
）／

10
月
29
日（
日
）／
30
人（
抽
選
）／
参

加
費
五
千
円
／
□申
９
月
20
日（
水
）ま

で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
（
１
枚
に

つ
き
４
人
ま
で
可
）、〒
254
―
0906
公
所

339
―
４
平
塚
山
岳
協
会
の
今
井
晴
夫

1（
58
）１
３
６
６

●
武
術
太
極
拳
を
ご
一
緒
に

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
、
午
前
11

時
〜
午
後
５
時
／
富
士
見
公
民
館
／

会
費
３
か
月
一
万
円（
前
納
）／
□申
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
254
―
0906
公
所
293
―
５
湘

南
太
極
拳
同
好
会
の
本
多
秀
樹
1

（
58
）４
７
６
６

●
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
性
35
歳
以
上
、
女
性
30
歳
以
上
／

９
月
16
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
／
平
塚
総
合
体
育
館
／
参
加
費
一

千
円
／
□申
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
斉
藤
1

●
太
極
拳
を
始
め
ま
せ
ん
か

毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
／

中
央
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
二
千
円
、

月
会
費
三
千
円
／
□問
平
塚
太
極
拳
愛

好
会
の
平
野
1（
22
）４
３
６
１

●
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、
午
後
１

時
15
分
〜
４
時
15
分
／
市
民
セ
ン
タ

ー
／
会
費
半
年
二
万
五
千
円
／
□問
平

塚
お
と
な
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
の

樋
口
1（
58
）７
４
４
３

●
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
新
団
員
に

年
長
児
以
上（
中
原
・
南
原
・
東

中
原
・
豊
田
地
区
）、
女
子
も
可
／

月
２
回
程
度
、
主
に
土
・
日
曜
日
／

中
原
公
民
館
ほ
か
／
制
服
費
用
の
ほ

か
月
三
千
円
程
度
／
□問
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
平
塚
第
10
団
の
三
簾
1（
33
）１

５
６
５

広報ひらつか　第822号(1日・15日発行) 平成18年9月1日　４

金目川・観音橋（昭和24年）

※「写真館・ひらつか今昔」
では昔の懐かしい写真を募集
しています。写真を直接広報
課へお持ちいただくか、郵送
で広報課「写真館・ひらつか今
昔」写真募集係（〒254－8686
浅間町9－1)へお送りくださ
い。たくさんのご応募をお待
ちしています。
□問 広報課（121－8761）写真提供は黒部アキさん（南金目）

結婚して3日目に里帰
りしたときの写真です。
橋は土橋で今の橋より
も下流に架かっていて
荷車がよく通っていま
した。橋の場所は変わ
りましたが、周りの自
然は当時の面影がよく
残ってますね。

会
員
募
集
や
活
動
発
表
な
ど
に
ど

う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問

広
報
課
1（
21
）８
７
６
1

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

金目中学校 

金目小学校 
金目川 

観音橋 

親子で遊ぶ夏休み
8月2日（水）～12日（土）

たくさんの親子が参加した陶芸教室

し
っ
か
り
板
を
押
さ
え
て
て
ね

お
祭
り
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね
！

090
―
2722
―
7341

□問 交流親善課（125－2520）

【ポスター・金賞】
斎藤美優さん（松が丘小1年）
真道虎太郎さん（松延小2年）
平野しおりさん（八幡小3年）
市川太也さん（神田小4年）
武山弓純さん（松延小5年）
積田美菜さん（南原小6年）
原田泉さん（神明中3年）
山本純さん（平塚農業高2
年・右作品）

【作文・最優秀賞】
尾上幸太朗さん（春日野中3
年）「平和のピラミッド」

今年はポスターに1,445点（入賞61点）、作文に1,688点
（入賞60点）の応募がありました。ポスターの金賞と作文
の最優秀賞を受賞されたのは次のみなさんです。

▼市民カメラ特派員
遠藤さん

市
民
カ
メ
ラ
特
派
員
・
来
栖
さ
ん

▼

国際理解・国際協力のための 
ポスター・作文コンテスト 

平和・人権・ 
環境などが 
テーマ 

平和・人権・ 
環境などが 
テーマ 

今回は、中原・大原地区の親子
教室と、横内地区の夏祭りを取材
しました。中原・大原地区の陶芸・
木工の親子教室はどの親子も真剣そのもの。と
きおり笑顔も見せながら協力してひとつの作品
を作り上げていました。また、横内地区の夏祭
りでは親に手を引かれた子どもたちがいろいろ
な店に目を輝かせながら歩いていました。
親子で過ごした夏の一日は大切な思い出とし

て子どもたちの記憶に残ることでしょう。

今回は、市民カメラ特派員の来栖右子さん（中原二
丁目）と遠藤孝幸さん（横内）が取材、編集しました。
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